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今年も猛暑の夏となりました．いくつかの地域で最高気温 40度超えが記録されてい
ます．ここ数年の夏は，本当に日本なのかというくらい過酷な夏になってしまい，この
変化についていくことは容易なことではありません．しかしダーウィンによると，「生
き残る種とは，最も強いものでもなく知的なものでもなく，変化に最もよく適応したも
のである」とされています．日々，過酷な状況に遭遇している脳神経外科医にとって
は，この暑さも克服すべき課題の 1つかもしれません．
猛暑のため，落ち着いて論文を読む時間はますます減少しているとは思いますが，今
回も『脳神経外科』には，研究論文 2編，症例報告 5編，テクニカルノート 1編の優
れた論文が掲載されています．また，今月号の扉は佐々木達也先生の「術中モニタリン
グの一考察」です．先生のライフワークの 1つである術中モニタリングの論文数は日
本が最も多いこと，さらに，今後も日本が世界をリードしていくであろうことなど，わ
れわれを大いに勇気づけてくれる一言です．総説では，秋山武紀先生に頭蓋内硬膜動静
脈瘻の診断と治療について，病態から詳しく解説していただきました．硬膜動静脈瘻の
病態理解のためには，病理組織像および分子レベルでの特徴と，臨床症状に関する流出
静脈の形態・静脈高血圧に関する側面を並行して考える必要があるということをわかり
やすく提示していただきました．
浅野孝雄先生の特別寄稿「AI 時代における脳と心②」では，先生が翻訳された

『How Brains Make Up Their Minds』の著者であるウォルター・J・フリーマン先生の提
唱されたフリーマン理論の解説が始まりました．海馬と大脳皮質各領域の相互作用で形
成される脳全体を巻き込む大域的アトラクターの連鎖が，意識という脳機能の新たな物
理学的次元を形成し，そこで展開されるさまざまな脳高次機能の働きが「心」の内容と
なる．海馬の切除により難治性側頭葉てんかん患者の治療を行っている私を，手術が
「心」に与える影響へと目を向けさせてくれるお話です．次号がとても楽しみです．
本号は，われわれが培ってきた技術の伝承に加え，医療への AIの導入，脳と心の問

題など最新のトピックスを紹介しています．脳神経外科医が医療環境の変化に最も適応
する診療科として生き残るための道標ではないでしょうか．
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